
バイオ燃料向け需要増を背景に穀物価格が急騰  
～コスト高の影響から食品価格に転嫁の動きが強まる～  

木村 俊文  

 

需給逼迫から騰勢が強まる穀物相場 
中国やインドなど人口大国の高成長に伴

う食糧需要の増大に加え、原油高を背景に

バイオ燃料への切り替えが急拡大している

ことから世界的に穀物需給が逼迫している。 

代表的な穀物であるトウモロコシの国際

価格は 06 年 9 月から上昇基調に入った。代

表的な取引指標であるシカゴ相場では 06

年 9月には1ブッシェル2.50ドルを割って

いたが、今年 1月半ばには 1ブッシェル（1

ブッシェル＝トウモロコシは 25.4kg、大

豆・小麦は 27.2kg）4 ドル台に急騰。昨年

秋に比べ約 1.5 倍となり、1996 年以来約 10

年ぶりの高値となった。 

ブッシュ米大統領が今年 1 月の一般教書

演説で「2017 年までにトウモロコシを中心

とするバイオ燃料を現在の年間 50 億ガロ

ン（1 ガロン＝3.79 リットル）から 350 億

ガロンに増やし、ガソリン消費量を 2 割削

減する」エネルギー戦略を打ち出し、バイ

オ燃料拡大への補助金など奨励策を講じた

ことも、穀物相場の上昇を後押ししている。 

この新エネルギー戦略を受け、米国の農

業生産者は価格が高いトウモロコシの作付

面積を増やす一方で大豆の作付面積が減少。

在庫が減少する一方、バイオディーゼル向

け大豆油需要の拡大もあり、大豆相場も高

騰することとなった。シカゴ市場の大豆価

格は、猛暑と乾燥予報もあり 7 月中旬に一

時 1 ブッシェル 9.48 ドルと 04 年 5 月以来

約 3 年ぶりの高値となった。この影響で飼

料価格が引き上げられ、畜産経営を圧迫し

ている。 

また、大豆と同じ食用油原料である菜種

も連れ高の状況にある。カナダのウィニペ

グ市場の菜種価格は、7 月中旬に 1 トン＝

413 カナダドルとなり、約 3 年ぶりの高値

となった（図１）。 

また、小麦も前年のオーストラリアの干

ばつによる減産等に加え、今夏の北米での

干ばつ懸念、需要拡大の予想から 6月以降、

1 ブッシェル 6 ドル台と 1996 年以来 11 年

ぶりの高値で推移している。 

 

食品企業は値上げ、物価上昇に寄与 
穀物相場の上昇に加え、海上運賃（外航

貨物輸送）の上昇、為替相場の円安から、

国内食品メーカーの原材料コストは一段と

上昇している。この状況に対し、たとえば

食用油メーカーは製品値上げにより収益改

善を目指す方針であり、マヨネーズメーカ

ー等をはじめ値上げの受け容れが浸透しつ

つある。さらに、マヨネーズメーカーも製
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図１　大豆と菜種の先物価格
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品価格の引き上げを打ち出している。 

こうした食品メーカーによる価格転嫁の

動きが、企業物価を押し上げ要因のひとつ

になり始めた。昨年までマイナス寄与であ

った加工食品（たばこ除く）が、穀物価格

の上昇などを受け今年に入り上昇基調を明

確にしつつある（図２）。足元で粉類、糖類、

食用油脂、肉製品、菓子などを中心に上昇

幅が拡大しており、当面、加工食品が企業

物価の押し上げる方向に作用するだろう。 

 

先行きも値上げを強める意向 

他方、穀物需給の逼迫観測が強まるなか

で原材料価格の高止まりが続く可能性が高

いが、最終製品の価格競争も依然あり、「原

材料高―製品安」の構図は抜本的に変るこ

とはないという見方も根強い。 

そこで、日銀「短観」から食品企業の需

給や価格についてマインド面を見てみよう。

製商品需給判断 D.I.（「需要超過」－「供

給超過」）は引き続きマイナス、すなわち供

給超過の状況に変わりはない。しかし、仕

入価格判断 D.I（「上昇」－「下落」）は上昇

傾向を続け、足元で上昇超幅が拡大してい

る。これを反映して 07 年以降、販売価格判

断 D.I（「上昇」－「下落」）もプラスに転換

し、先行きも販売価格の上昇を見込んでい

ることがわかる（図３）。 

食品企業は、これまで生産工程や物流、

要員配置の見直しなど自社努力によるコス

トダウンで原材料高を吸収してきた。しか

し、原材料価格の高止まりが続きコスト負

担増加が常態化する状況にあることから、

自社努力によるコスト圧縮の限界が見え始

めており、値上げによってコスト増加を吸

収する行動に踏み切ろうとしていると考え

られる。 

 

穀物相場は上昇基調が続く 

近年の商品市況高騰の背景には、世界経

済の成長、とりわけ中国をはじめとする新

興国が本格的な工業化の過程に入り、急成

長していることから石油等エネルギー資源

や金属鉱物資源の需要を急増させているこ

とが挙げられる。穀物需要もこの視点から

捉えることが不可欠であると考えられる。 

したがって、短期的には調整局面があっ

たとしても、基本的なトレンドに変わりは

なく、国際商品市況の長期上昇基調は当面

続く可能性が高い。こうしたことから見て

も、しばらくは加工食品を中心に価格転嫁

の動きが続くと考えられる。（07.07.20） 

図２　国内企業物価指数（前年比）
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図３　企業マインドの動向（食料品）
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（注）ゼロを上回れば、価格の「上昇」超を示す。四半期データ。
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